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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取替可能な容器（３）からの流体（２）を噴霧するためのネブライザ（１）と、
　前記流体（２）を収容する前記容器（３）と、を備え、前記ネブライザ（１）及び前記
容器（３）はそれぞれ長手軸線を有するシステムであって、
　前記ネブライザ（１）は、
　ハウジング（２４）と、前記容器（３）を挿入又は取り替えるために前記ハウジング（
２４）から取り外すことができる下側ハウジング部分（１８）と、
　前記容器（３）を用いて実行されたか又は依然として実施可能な使用回数を計数する又
は示すための表示デバイス（２５）を備え、該表示デバイス（２５）は　前記ネブライザ
（１）の長手軸線の周りで回転可能な回転可能部材（４２）を備え、該回転可能部材（４
２）の上面は、前記表示デバイス（２５）の周方向に沿って配置された少なくとも１つの
突起（４２Ｃ）と少なくとも１つの凹部（４２Ｄ）を有し、
　前記表示デバイス（２５）により計数された又は示された前記容器（３）を用いて実行
されたか又は依然として実施可能な使用回数に基づいて、１つの前記容器（３）の予め定
められた使用の後にロック状態で該容器（３）を用いる更なる使用に対して前記ネブライ
ザ（１）を阻止するためのロッキングデバイス（２６）を含み、
　前記ロッキングデバイス（２６）は、前記容器（３）を用いる更なる使用に対して前記
ネブライザ（１）を阻止する第１の位置と前記ネブライザ（１）の使用を阻止しない第２
の位置との間で、軸線方向に移動可能な制御要素（４７）を備え、該制御要素は、前記表
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示デバイス（２５）へと延在して、前記表示デバイス（２５）の前記回転可能部材（４２
）の上面に当接し、
　前記容器（３）は、該容器（３）の未使用状態を示すための制御デバイス（２８）を含
み、
　前記制御デバイス（２８）は、制御部材（３２）を備え、該制御部材（３２）は、前記
容器（３）の未使用状態のときにある第１の位置から、第２の位置に移動可能であり、前
記第１の位置にある前記制御部材（３２）は前記容器（３）の前記未使用状態を示し、前
記第２の位置にある前記制御部材（３２）は前記容器（３）が既に使用された状態を示し
、
　前記制御デバイス（２８）は、未使用容器（３）が前記ネブライザ（１）に最初に取付
けられ、前記下側ハウジング部分（１８）が前記ハウジング（２４）に取付けられた時に
、前記表示デバイス（２５）の軸線方向に移動可能な部材（４０）を軸線方向に押して、
前記表示デバイス（２５）をリセットし、前記制御部材（３２）は第１の位置において前
記表示デバイス（２５）の前記軸線方向に移動可能な部材（４０）を押して、前記表示デ
バイス（２５）の前記回転可能部材（４２）を回転送りし、
　前記回転送りにより、前記制御要素（４７）が当接する前記表示デバイス（２５）の前
記回転可能部材（４２）の上面の位置が変わり、前記突起（４２Ｃ）及び前記凹部（４２
Ｄ）により、前記制御要素（４７）は前記第１の位置から前記第２の位置へと軸線方向に
移動し、その結果、前記ネブライザ（１）の使用が阻止されない、ことを特徴とするシス
テム。
【請求項２】
　前記ネブライザ（１）又はその下側ハウジング部分（１８）が前記容器（３）について
最初に完全に閉じられて前記制御デバイス（２８）が内側にある時に、前記制御部材（３
２）は、該制御部材（３２）の前記第１の位置を離れていることを特徴とする請求項１に
記載のシステム。
【請求項３】
　前記制御部材（３２）が前記第２の位置に移動した後、前記制御部材（３２）は移動し
て該制御部材（３２）の前記第１の位置に戻ることはできないことを特徴とする請求項１
又は２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記制御部材（３２）は、皿状及び少なくとも実質的に平坦であることを特徴とする請
求項１から請求項３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記制御デバイス（２８）は、前記制御部材（３２）の開口部（３４）を通って軸線方
向に延び、かつ前記制御部材（３２）の上に突出する中心ボルト（３３）を含む、
　ことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記制御部材（３２）は、前記制御デバイス（２８）内で移動可能であることを特徴と
する請求項１から請求項５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記制御部材（３２）は、前記第１の位置に形状適合、圧力嵌め、又はスナップ装着に
よって保持されることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載のシステ
ム。
【請求項８】
　前記制御部材（３２）の前記第１の位置において、前記制御部材（３２）は、前記制御
デバイス（２８）又は前記制御デバイス（２８）のハウジング（３１）のそれぞれの凹部
（３６）の中に少なくとも１つの係合部分（３５）を用いて係合することを特徴とする請
求項１から請求項７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項９】
　前記制御デバイス（２８）又は前記制御部材（３２）は、前記制御部材（３２）の前記
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第１の位置を離れる前記制御部材（３２）を軸線方向に移動するか又は押下げるために、
予め決められた制御力を印加する必要があるように構成されていることを特徴とする請求
項１から請求項８のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記制御部材（３２）は、前記制御部材（３２）の前記第２の位置に形状適合、圧力嵌
め、又はスナップ装着によって保持されることを特徴とする請求項１から請求項９のいず
れか１項に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記表示デバイス（２５）の前記回転可能部材（４２）が回転して、前記突起（４２Ｃ
）が前記制御要素（４７）から離れて、前記凹部（４２Ｄ）が前記制御要素（４７）と接
触するように移動される時に、又は前記表示デバイス（２５）の前記回転可能部材（４２
）が回転して、前記凹部（４２Ｄ）が前記制御要素（４７）から離れて、前記突起（４２
Ｃ）が前記制御要素（４７）と接触するように移動される時に、前記制御要素（４７）は
該制御要素（４７）の前記第１の位置と該制御要素（４７）の前記第２の位置との間で軸
線方向に動かされることを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載のシ
ステム。
【請求項１２】
　前記表示デバイス（２５）の軸線方向に移動可能な部材（４０）は、起動要素（４０）
であり、前記表示デバイス（２５）は、現在の容器（３）によって依然として実施可能な
又は既に実行された使用回数を示し又は表示する、前記ネブライザ（１）及び／又は前記
容器（３）の長手軸線の周りで回転可能である第１の表示要素（４１）を備え、前記起動
要素（４０）は、前記容器（３）及び前記制御デバイス（２８）の軸線方向又は行程移動
を前記第１の表示要素（４１）の回転送りに変換する、請求項１から請求項１１のいずれ
か１項に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記表示デバイス（２５）の前記回転可能部材（４２）は、前記ネブライザ（１）と共
に依然として使用することができる又は既に使用された容器（３）の数を示し、又は計数
し、及び／又は表示するように構成された、第２の表示要素（４２）である、請求項１２
に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記表示デバイス（２５）は更に、前記第１の表示要素（４１）と前記第２の表示要素
（４２）との間に延在し、前記第１の表示要素（４１）と前記第２の表示要素（４２）と
にそれぞれ係合するカプリング要素（４３）を備え、前記表示デバイスのリセットに応じ
て、前記起動要素（４０）が前記第１の表示要素（４１）を１ステップ回転送りし、前記
カプリング要素（４３）が前記第１の表示要素（４１）の回転送りステップを前記第２の
表示要素（４２）に伝達し、前記第２の表示要素（４２）を１ステップ回転送りする、請
求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記表示デバイス（２５）は、前記下側ハウジング部分（１８）に配置されることを特
徴とする請求項１から請求項１４のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ネブライザ（１）は、予め決められた使用回数が現在の容器（３）によって到達さ
れるか又は超過された後でのみ、前記容器（３）を交換するために、前記ハウジング（２
４）から前記下側ハウジング部分（１８）が取り外され得るように構成されていることを
特徴とする請求項１から請求項１５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ロッキングデバイス（２６）は、前記ロック状態で前記ネブライザ（１）の引張を
又は前記容器（３）の軸線方向の移動及び／又は前記ネブライザ（１）に対する前記容器
（３）の相対的な移動を阻止するようになっていることを特徴とする請求項１から請求項
１６のいずれか１項に記載のシステム。
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【請求項１８】
　前記制御デバイス（２８）は、前記容器（３）の小出し開口部又はヘッド（３０）の反
対側に及び／又は前記容器（３）の底部又はベース（２１）に配置されることを特徴とす
る請求項１から請求項１７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記制御デバイス（２８）は、前記容器（３）と分離不能に接続されることを特徴とす
る請求項１から請求項１８のいずれか１項に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前段部に記載のネブライザ、及び請求項１３の前段部に記載の容
器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＯ　２０１２／１６２３０５　Ａ１は、ネブライザを開示している。容器は、ネブラ
イザのハウジングの中に挿入することができる。ハウジングは、下側ハウジング部分によ
って閉じられる。ハウジング部分を回転させることにより、駆動バネを引張下に置くこと
ができ、流体を圧力発生器の圧縮チャンバ内に吸い込むことができる。同時に、容器は、
ネブライザ内の行程移動で下側ハウジング部分内に移動される。ボタンを手動で押圧した
後に、駆動バネは、流体が駆動バネによって加圧下に置かれ、かつ推進剤ガスを使用せず
にエアロゾルとしてノズルを通してマウスピースの中に送出又は噴霧されるように、解除
されて送出チューブを圧力チャンバの中に移動する。すなわち、容器は、噴霧される流体
の搬送中及び圧力発生及び噴霧中に前後に軸線方向に移動している。ネブライザは、実施
されたか又は依然として実施可能な使用回数を計数し、及び／又は示すための表示デバイ
スを含む。表示デバイスは、予め決められた使用回数が現在の容器によって到達されるか
又は超過された時にロック状態で更なる使用を阻止する。次に、容器は、ハウジング部分
と共に取り替えることができ、ネブライザは、新しい容器と共に更に使用することができ
る。
【０００３】
　ＷＯ　２００７／０２２８９８　Ａ２は、ハウジング部分から分離不能である容器と共
に交換可能又は取替可能であるハウジング部分に計数デバイスを一体化することができる
類似のネブライザを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ　２０１２／１６２３０５　Ａ１
【特許文献２】ＷＯ　２００７／０２２８９８　Ａ２
【特許文献３】ＷＯ　９６／０６０１１　Ａ１
【特許文献４】ＷＯ　２００９／１１５２００　Ａ１
【特許文献５】ＥＰ　２，６１４，８４８　Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、簡単及び／又はセキュアな作動及び取り扱い、及び／又は小型及び／
又は信頼できる構成を可能にするネブライザ及びネブライザのための容器を、好ましくは
ネブライザのいずれのハウジング部分の取替もなしに容器の取替を可能にしながら、好ま
しくは既に使用した容器の再使用又は再挿入を防止しながら、提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的は、請求項１に記載のネブライザ、又は請求項１３に記載の容器によって達成
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される。好ましい実施形態は、従属請求項の主題である。
【０００７】
　本発明は、流体、好ましくは液体薬剤をその流体を収容する取替可能な容器から噴霧す
るためのネブライザに関し、かつその容器に関する。
【０００８】
　ネブライザは、通常の又は予め定められた使用の後に、特に、容器を備えたネブライザ
の使用回数が予め決められた使用回数に到達したか又は超過した後にロック状態での容器
を備えたネブライザの更なる使用を阻止するための及び／又は容器なしの引渡状態でのネ
ブライザの使用を阻止するためのロッキングデバイスを含む。用語「ネブライザの使用」
は、特に、ネブライザが阻止されていない時にネブライザによる、好ましくは計量された
投薬量の流体の噴霧のために又はエアロゾルの発生のために必要である作動段階を実行す
ることを指す。そのような作動段階は、典型的には、充填する（例えば、流体の投与量を
計量する）、装填する（例えば、エネルギ貯蔵を装填する）、及び／又は噴霧又はエアロ
ゾルをトリガ／起動／解放する段階を含む。用語「引渡状態」は、例えば、ネブライザが
、それが製造場所を離れる時に又はそれがユーザ又は患者に配布される前に、出荷される
か又は出荷することができる状態を指す。
【０００９】
　本発明により、容器は、容器の未使用状態を示し（最初に）、かつロッキングデバイス
をアンロックすることによってネブライザを阻止解除するための制御デバイスを含む。こ
れは、使用された容器を未使用容器に取り替えることによってネブライザの非常に簡単な
実現及びリセットを可能にする。
【００１０】
　本発明の代替又は追加の態様により、容器は、容器の使用された状態を示してネブライ
ザの阻止解除又はロッキングデバイスのアンロックを回避するための制御デバイスを含む
。すなわち、既に使用した容器の再使用又は再挿入を防止することができる。
【００１１】
　好ましくは、容器によって既に実行されたか又は依然として実施可能な使用回数を計数
する及び／又は示すための表示デバイスが提供される。
【００１２】
　好ましくは、ネブライザは、容器を挿入又は取り替えるために開かれる又はネブライザ
から取り外すことができるハウジング部分を含む。特に、表示デバイスは、このハウジン
グ部分に配置されるか又はそこから分離不能である。
【００１３】
　特に、表示デバイス又は関連のロッキングデバイスは、ネブライザを阻止することがで
き、又は予め決められた使用回数がそれぞれの容器によって到達されるか又は超過された
時にロック状態での更なる使用に対してネブライザの阻止を引き起こすことができる。
【００１４】
　特に、制御デバイスは、特に容器がネブライザと共に最初に使用される時にネブライザ
の表示デバイス又はロッキングデバイスを起動又はリセットするためのものである。
【００１５】
　好ましくは、制御デバイスは、ロッキングデバイスを間接的に、特に表示デバイスを通
じて、アンロック、起動、又は制御する。
【００１６】
　好ましくは、制御デバイスは、未使用容器がネブライザと共に最初に使用される及び／
又はネブライザに最初に挿入される時に、表示デバイスをリセットする及び／又はネブラ
イザのロック状態をリセットする。
【００１７】
　好ましくは、ネブライザ１は、容器３が接続又は挿入されることなくロック状態で引き
渡される。すなわち、ネブライザ１は、特にロッキングデバイスによってその引渡状態で
の使用に対して阻止される。この第１のロック状態は、好ましくは、未使用容器を単に接
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続又は挿入すること、特にネブライザを（完全に）閉じることによってのみ打ち勝つこと
ができる。すなわち、制御デバイスは、ネブライザが最初に未使用容器と共に使用される
時に表示デバイスを最初にリセットする。
【００１８】
　好ましくは、表示デバイスは、ロッキングデバイスを制御又は起動する。好ましくは、
表示デバイス、特に表示デバイスの回転可能な部分は、ロッキングデバイスと協働する及
び／又はその制御要素に当接する少なくとも１つの突起及び／又は凹部を含む。特に、突
起が制御要素又は凹部から離れて制御要素と接触するように移動する時に、制御要素は、
（特に付勢力に起因して）好ましくは軸線方向に移動する。制御要素のこの好ましくは軸
線方向の移動は、ロック位置内に又はロック位置から外にボルト又はロッキング要素を移
動する。
【００１９】
　好ましくは、ネブライザは、容器を取り替えるためにネブライザから取り外すか又は開
くことができるハウジング部分を含む。
【００２０】
　好ましくは、表示デバイスは、ハウジング部分に配置される。
【００２１】
　好ましくは、ロッキングデバイスは、ロック状態でネブライザの引張を阻止するように
なっている。
【００２２】
　更なる使用に対するネブライザの阻止は、（使用された）容器をまだ使用されていない
ものと取り替えることによって打ち勝つことができる。
【００２３】
　好ましくは、制御デバイスは、容器と、又は容器の容器ハウジングと分離不能に接続さ
れるが、制御デバイスが容器と共に取替可能であるようにネブライザ又はそのハウジング
から、そしてハウジング部分から分離可能である。これは、ネブライザ及び好ましくは表
示デバイスを含むハウジング部分の、別の制御デバイスを含む別の容器との再使用を可能
にする。すなわち、交換される構成要素の全体サイズは、取替パッケージのサイズを縮小
して多数のパッケージの輸送が容易になるように、小さく保たれる。
【００２４】
　好ましくは、制御デバイスは、容器の底部に及び／又は容器の出口の反対側に固定的に
配置される。これは、非常に小型の構成を可能にする。更に、制御デバイスは、ネブライ
ザへの容器の流体的接続に干渉せず、又はその逆も同じである。
【００２５】
　特に、制御デバイスは、好ましくは移動可能であり、特に押下可能及び／又は軸線方向
移動可能である制御部材を含む。
【００２６】
　好ましくは、制御部材は、特に第１の位置で関連の容器の最初の未使用状態を示し、か
つ、特に第２の位置で関連の容器の既に使用した状態を示すために、最初の使用又はネブ
ライザの中への挿入の前と後で異なる位置に保持される。
【００２７】
　用語「使用された」又は「使用された状態」は、特に容器に関して、流体の少なくとも
１回の投与量が既に容器から抽出又は引き出されていること、又は容器がネブライザによ
って流体の少なくとも１回の投与量を、特に予め決められた使用回数まで、既に放出して
いること、又は容器が、特にネブライザのハウジングが完全に閉じた状態で、ネブライザ
の中に挿入されていること、又は容器が少なくとも一度ネブライザと（流体的及び／又は
機械的に）接続されていることを意味する。
【００２８】
　用語「未使用」又は「未使用状態」は、特に容器に関して、容器が流体の少なくとも１
回の投与量を放出するのに使用されていないこと、及び／又は容器が、特にネブライザの
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ハウジングが完全に閉じた状態で、ネブライザの中に挿入されていないこと、及び／又は
容器が少なくとも一度もネブライザと（流体的及び／又は機械的に）接続されていないこ
とを意味する。
【００２９】
　これに加えて、制御部材は、第１及び第２の位置間で中間位置又は状態を取ることがで
きる。好ましくは、中間状態は、制御デバイス又は制御部材が、使用された状態を示すこ
と、及び／又はそれぞれの容器がネブライザの中に（再度）挿入されるか又はそれに接続
される時にネブライザの阻止解除に適さないか又はそれを防止することをもたらす場合が
ある。この中間状態において、いずれの流体も容器から放出されておらず、特に、容器と
のいずれの引張も起こっていないが、容器は「使用されている」と考えることができる。
【００３０】
　好ましくは、制御デバイス又は制御部材は、既に使用した容器がネブライザの中に再挿
入されるか又はそれと再接続される場合に、特に制御部材又はデバイスが阻止解除するの
に必要なその初期位置又は第１の位置にないので、ネブライザ又はロッキングデバイスを
阻止解除（アンロック）しない。
【００３１】
　好ましくは、ロック状態は、使用された容器がネブライザの中に挿入されるか又はそれ
に接続される時に、好ましくはネブライザを完全に閉じる時に、制御デバイス又はその制
御部材によって自動で再開されるか又はリセットされる。
【００３２】
　好ましくは、表示デバイスは、未使用容器がネブライザの中に挿入されるか又はネブラ
イザに接続される時に、好ましくはネブライザを完全に閉じる時に、自動でリセットされ
る。
【００３３】
　好ましくは、表示デバイスは、表示要素を回転送りするための少なくとも１つの表示要
素及び起動要素を含む。特に、表示要素は、それぞれの容器によって既に実行されたか又
は依然として実施可能な使用回数を表示する。
【００３４】
　好ましくは、起動要素の直線又は軸線方向移動は、表示要素の回転移動を引き起こす。
【００３５】
　更により好ましくは、起動要素は、表示デバイスを有する容器とネブライザのハウジン
グ及び／又はハウジング部分との間の長手方向相対移動によって動かされる。
【００３６】
　本発明の上記態様及び以下に説明する追加の態様は、互いに独立にかつあらゆる組合せ
に実現することができる。
【００３７】
　本発明の更に別の利点、特徴、特性、及び態様は、特許請求の範囲及び図面を参照する
好ましい実施形態の以下の説明から明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】非引張状態での公知のネブライザの概略断面図である。
【図２】引張状態での公知のネブライザの図１と比較して９０°回転した概略断面図であ
る。
【図３】本発明の好ましい実施形態による関連の制御デバイスを有する容器の未使用状態
での概略部分断面図である。
【図４】図３に類似しているが使用された状態での制御デバイスを有する容器の概略部分
断面図である。
【図５】本発明の好ましい実施形態による非引張状態での挿入された容器を有するネブラ
イザの最初の引張又は使用の前の概略断面図である。
【図６】図５に類似しているが引張状態での挿入された容器を有するネブライザの概略断
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面図である。
【図７】非引張状態での図５に類似しているが既に使用した容器を有する挿入された容器
を有するネブライザの概略断面図である。
【図８】ネブライザの表示デバイスの概略分解組立図である。
【図９】図８の表示デバイスの一部である第２の表示要素の図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　図において、同じ参照番号は、同一又は類似の部品に使用され、好ましくは、関連の説
明を繰り返さない場合でも対応するか又は同等の特性及び利点をもたらす。
【００４０】
　図１及び２は、流体２、特に、非常に有効な医薬組成物又は薬剤などを噴霧するための
公知のネブライザ１を非引張状態（図１）及び引張状態（図２）で図式的に示している。
ネブライザ１は、特に携帯用吸入器として構成され、好ましくは、機械的にのみ及び／又
は推進剤ガスなしで作動する。
【００４１】
　流体２、好ましくは、液体、特に、医薬組成物を噴霧する時に、エアロゾル１４（図１
）が形成又は小出しされ、これをユーザが吸い込み又は吸入することができる。一般的に
、患者が罹っている症状又は病気に応じて少なくとも１日１回、特に、１日数回、好まし
くは、設定された間隔で吸入を行う。
【００４２】
　ネブライザ１には、流体２を収容する挿入可能又は取替可能な容器３が備えられるか又
はそれを含む。従って、容器３は、噴霧される流体２のためのリザーバを形成する。好ま
しくは、容器３は、２００までの投薬単位又は投薬量を提供し、例えば、すなわち、２０
０までの噴霧又は適用を可能にするのに特に十分な複数の投薬量の流体２又は活性物質を
収容する。ＷＯ　９６／０６０１１　Ａ１において開示するような典型的な容器３は、例
えば、約２～２０ｍｌの容積を保持する。
【００４３】
　更に、容器３に収容される投与数及び／又は容器３に収容される流体２の全容積は、流
体２又はそれぞれの薬剤に応じて及び／又は容器３に応じて及び／又は必要な薬物療法な
どに応じて異なる場合がある。
【００４４】
　好ましくは、容器３は、取り替える又は交換することができ、ネブライザ１の全使用回
数及び従って同じネブライザ１と共に使用することができる容器３の数は、例えば、容器
３について合計４個、５個、又は６個に制限することが好ましい。ＷＯ　２０１２／１６
２３０５　Ａ１は、更に、同じネブライザ１と共に使用することができる容器３の総数を
そのように制限することを開示している。
【００４５】
　容器３は、好ましくは、実質的に円筒形又はカートリッジ形であり、ネブライザ１が開
かれた状態で、容器３は、好ましくは、下からその中に挿入され、必要に応じて交換する
ことができる。それは、剛性構造であることが好ましく、特に流体２は、容器３内の圧潰
バッグ４に保持されている。特に、容器３は、最初に使用する前又は最初の使用中に開い
ている通気開口部又は孔２３を含む。
【００４６】
　ネブライザ１は、送出機構、好ましくは、特に事前設定されたかつ任意的に調節可能な
投与量の流体２を搬送及び噴霧するための圧力発生器５を含む。
【００４７】
　ネブライザ１又は圧力発生器５は、好ましくは、容器３を解除可能に保持するためのホ
ルダ６、単に部分的に示すホルダ６に関連付けられた駆動バネ７、及び／又は好ましくは
手動起動又は押下のためのボタンの形態の又はそれを有する阻止要素８を含む。阻止要素
８は、ホルダ６を捕捉して阻止（ブロック）することができ、かつ手動で作動されてホル
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ダ６を解除して駆動バネ７を拡張することを可能にすることができる。
【００４８】
　ネブライザ１又は圧力発生器５は、好ましくは、搬送チューブ９のような搬送要素、逆
止弁１０、マウスピース１３の中に流体２を噴霧するための圧力チャンバ１１及び／又は
ノズル１２を含む。
【００４９】
　完全に挿入された容器３は、搬送要素が容器３をネブライザ１又は圧力発生器５に流体
的に接続するように、ホルダ６を通じてネブライザ１に固定又は保持される。好ましくは
、搬送チューブ９は、容器３内に貫通する。
【００５０】
　ネブライザ１又はホルダ６は、好ましくは、容器３を交換することができるように構成
される。
【００５１】
　駆動バネ７が引張工程において軸線方向に引張された時に、容器３を有するホルダ６及
び搬送チューブ９は、図面内では下向きに移動し、流体２は、容器３から吸い出されて逆
止弁１０を通じて圧力発生器５の圧力チャンバ１１に入る。この状態において、ホルダ６
は、駆動バネ７が圧縮されたままになるように阻止要素８によって捕捉される。そして、
ネブライザ１は、引張状態にある。
【００５２】
　阻止要素８又は関連の解除ボタンの起動又は押圧後の噴霧工程におけるその後の弛緩中
に、圧力チャンバ１１中の流体２は、この時点で閉じたその逆止弁１０を有する搬送チュ
ーブ９が、駆動バネ７の弛緩又は力によってここでは図面で上向きに圧力チャンバ１１に
移動して戻り、かつこの時点で押圧ラム又はピストンとして作用する時に加圧下に置かれ
る。この圧力が流体２をノズル１２を通じて強制的に送り出すと直ちに、それは、図１に
示すようにエアロゾル１４の中に噴霧され、従って、小出しされる。
【００５３】
　一般的に、ネブライザ１は、流体２に対して５～２００ＭＰａ、好ましくは、１０～１
００ＭＰａのバネ圧で及び／又は１行程当たり１０～５０μｌ、好ましくは、１０～２０
μｌ、最も好ましくは、約１５μｌの引き渡される流体２の容積で作動する。流体２は、
エアロゾル１４に変換されるか又はエアロゾル１４として噴霧され、その液滴は、２０μ
ｍまで、好ましくは、３～１０μｍの空気動力学的直径を有する。好ましくは、発生する
ジェット噴霧は、２０°～１６０°、好ましくは、８０°～１００°の角度を有する。そ
れらの値はまた、特に適切な値として本発明の教示によるネブライザ１にも当て嵌まる。
【００５４】
　ユーザ又は患者（図示せず）は、好ましくは、供給空気を少なくとも１つの任意的な供
給空気開口部１５を通じてマウスピース１３内に吸い込みながらエアロゾル１４を吸入す
ることができる。
【００５５】
　ネブライザ１は、好ましくは、ハウジング２４及び／又は（上側）ハウジング部分１６
、及び好ましくはそれに対して回転可能であり（図２）及び／又は上側部分１７ａ及び下
側部分１７ｂ（図１）を有する任意的な付勢又は内側部分１７を含む。
【００５６】
　ネブライザ１又はハウジング２４は、好ましくは、（下側）ハウジング部分１８を含む
。この部分１８は、好ましくは、保持要素１９によって特に手動で作動可能及び／又は解
除可能に固定され、特に内側部分１７の上に装着又は保持される。
【００５７】
　好ましくは、ハウジング部分１６及び１８及び／又は他の部分は、ネブライザ１のハウ
ジング２４を形成する。
【００５８】
　容器３を挿入及び／又は取え替るために、好ましくは、ハウジング２４を開くことがで
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き、及び／又はハウジング部分１８は、ネブライザ１、内側部分１７、又はハウジング２
４から取り外すことができる。
【００５９】
　一般的にかつ好ましくは、容器３は、ハウジング２４を閉じる前及び／又はハウジング
部分１８をハウジング２４に接続する前に挿入することができる。容器３は、ハウジング
部分１８をハウジング２４／ネブライザ１に（完全に）接続する時及び／又はハウジング
２４／ネブライザ１を（完全に）閉じる時に、自動で又は同時に送出機構に挿入され、開
かれ、及び／又は流体的に接続することができる。好ましくは、容器３は、現在の容器を
用いて最初にネブライザ１を引張する時に開かれるか又は流体的に接続される。
【００６０】
　好ましくは、ネブライザ１又は駆動バネ７は、特に、起動部材の起動により、ここでは
好ましくはハウジング部分１８又はいずれかの他の構成要素を回転させることにより、手
動で起動又は引張又は充填することができる。
【００６１】
　起動部材、好ましくは、ハウジング部分１８は、起動させて、ここでは上側ハウジング
部分１６に対して回転させてそれを担持するか又は内側部分１７を駆動することができる
。内側部分１７は、歯車又は伝達部に作用して回転を軸線方向移動に変換する。その結果
、内側部分１７、特にその上側部分１７ａとホルダ６の間に形成されてホルダ６に作用す
る歯車又は伝達部（図示せず）によって、駆動バネ７を軸線方向に引張する。引張中に、
容器３は、図２に示すように、容器３が端部位置を有するまで軸線方向下向きに移動する
。この起動又は引張状態において、駆動バネ７は引張下にあり、阻止要素８によって捕捉
又は保持することができる。噴霧工程中に、容器３は、駆動バネ７（の力）によって移動
してその元の位置（図１に示す非引張位置又は状態）に戻る。従って、容器３は、引張工
程中及び噴霧工程中に持ち上げ又は行程（ストローク）移動を実行する。
【００６２】
　ハウジング部分１８は、好ましくは、キャップ状下側ハウジング部分を形成し、及び／
又は容器３の下側自由端部分の周り又はその上に適合する。駆動バネ７を引張すると、容
器３は、その端部部分と共に（更に）ハウジング部分１８の中に又はその端面に向けて移
動するが、ハウジング部分１８に配置された軸線方向に作用するバネ２０のような曝気手
段は、容器３のベース２１と接触状態になり、容器３がそれと最初に接触する時に、容器
３又はその上のベースシール又はホイル５０を穿孔要素２２で穿孔し、好ましくは、通気
孔２３を開放又は穿孔することによって空気進入又は曝気を可能にする。通気孔２３は、
ネブライザ１の起動中に容器３から流体２を引き込む時に、容器３の内側の圧力補償を可
能にする。
【００６３】
　図１に示すような公知のネブライザ１は、好ましくは、表示デバイス２５及び／又はロ
ッキングデバイス２６を含む。
【００６４】
　表示デバイス２５は、好ましくは上側部分１６又はハウジング２４に対する内側部分１
７のその引張又は回転を検出することにより、公知のネブライザ１の起動を表示するか又
は特に計数する。
【００６５】
　好ましくは、表示デバイス２５又は関連のロッキングデバイス２６は、ある一定の又は
予め決められた数の使用、起動、及び作動、又は放出投薬量が到達されるか又は超過され
た時に、（更なる）起動又は使用に対して公知のネブライザ１を阻止し、例えば、ハウジ
ング部分１８／内側部分１７の更なる回転及び従ってネブライザ１又はその駆動バネ７の
引張を阻止し、及び／又はロック状態で阻止要素８の起動を阻止する。
【００６６】
　好ましくは、ロッキングデバイス２６は、バネ、特に板バネのようなロッキング要素２
７を含み、及び／又は公知のネブライザ１の上側ハウジング部分１６に一体化される。
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【００６７】
　ネブライザ１は、好ましくは、引張及び小出し中に軸線方向に及び／又は主小出し方向
に及び／又は容器３の行程移動に対応する縦型形態又は軸線を有する。
【００６８】
　以下ではかつ更に別の図を参照して、ネブライザ１及び容器３の好ましい実施形態を本
発明により説明かつ図示し、最も重要な態様及び差異を以下に説明し、以前の態様、特徴
、及び説明は、好ましくは、繰り返さなくてもそれに加えて又は相応に適用される。
【００６９】
　図３は、第１の、未使用状態での概略部分断面図（縦方向断面図）に本発明による容器
３を関連の制御デバイス２８と共に示している。図４は、類似の断面図であるが第２の、
使用された状態での容器３をその制御デバイス２８と共に示している。
【００７０】
　好ましくは、制御デバイス２８は、容器３に直接に及び／又は解除不能に取りつけられ
る又は固定される又はそれに接続される。特に、制御デバイス２８は、それぞれの容器３
に関連付けられる。ネブライザ１の容器３が取り替えられる場合に、制御デバイス２８も
また、必ず又は能動的に取り替えられる。
【００７１】
　この実施形態では、制御デバイス２８は、容器３の外側の好ましくは円筒形のケース又
は好ましくは剛性のハウジング２９に好ましくは直接に接続される又はそれに当接する。
【００７２】
　好ましくは、制御デバイス２８は、容器３の好ましくは平坦な底部又は容器ベース２１
に、及び／又は容器３の出口又はヘッド３０の反対側に固定的に配置される。
【００７３】
　異なる構成的ソリューションが、容器３又はそのハウジング２９を制御デバイス２８又
はそのハウジング３１に接続するために実施可能であり、又はその逆も同じであることに
注意しなければならない。特に、２つの部品は、溶接、ろうつけ、接着、ねじ込み、クラ
ンピング、又はホットプレスなどによって互いに接続することができる。
【００７４】
　これに代えて又はこれに加えて、制御デバイス２８及び容器３は、形状適合及び／又は
スナップ装着により互いに接続することができる。例えば、制御デバイス２８は、容器３
の横断方向突起又はより広いベース２１の周りを把持して、それとの形状適合接続を実現
することができる。
【００７５】
　制御デバイス２８の直径は、好ましくは、容器３又はその縁部の直径に少なくとも本質
的に等しいか又は僅かにそれよりも大きい。
【００７６】
　制御デバイス２８は、ハウジング３１を含み、及び／又は好ましくは少なくとも本質的
に円筒形の形態を有する。
【００７７】
　制御デバイス２８又はそのハウジング３１は、好ましくは、少なくとも本質的に平坦及
び／又は軸線方向の側面によって容器３又はそのベース２１又はハウジング２９に取りつ
けられる。
【００７８】
　制御デバイス２８又はそのハウジング３１は、好ましくは、関連の容器３の使用状態を
示すための制御部材３２を含む。
【００７９】
　制御デバイス２８又は制御部材３２は、特に制御部材３２の位置により、最初は関連の
容器３の未使用状態を示す。
【００８０】
　好ましくは、制御部材３２は、最初は（すなわち、未使用容器に対して）第１の又は非
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起動又は非押下位置にある。
【００８１】
　好ましくは、関連の容器３が最初にネブライザ１と共に使用されるか又は最初にネブラ
イザ１の中に挿入される時に又はその後に、及び／又はネブライザ１又はそのハウジング
部分１８が関連の容器３によって最初に（完全に）閉じられて制御デバイス２８が内側に
ある時に又はその後に、制御部材３２は、別の位置又は第２の位置にあるか又は第１の位
置を離れている。
【００８２】
　図３は、第１の位置に制御部材３２を示している。図４は、第２の位置に制御部材３２
を示している。
【００８３】
　特に、第２の位置は、容器３とのネブライザ１の最初の引張中に、及び／又はネブライ
ザ１内の又はそれに対する容器３の（第１の）軸線方向移動中に、達成される又は到達さ
れる。
【００８４】
　好ましくは、第２の位置は、第１の位置よりも容器３の近くにある。
【００８５】
　好ましくは、制御部材３２は、第１の位置から第２の位置に移動する時に容器３又はそ
のベース２１に向けて移動する。
【００８６】
　好ましくは、制御デバイス２８をリセットすることはできない。特に、制御部材３２は
、移動して第１の位置に戻ることはできない。
【００８７】
　好ましくは、制御部材３２は、制御デバイス２８又はそのハウジング３１内でのみ移動
可能である。
【００８８】
　好ましくは、制御部材３２は、軸線方向に移動可能及び／又は押下可能である。好まし
くは、制御デバイス２８又はそのハウジング３１内で移動可能である制御部材３２に関し
て、制御部材３２の第２の位置は、押下位置である。
【００８９】
　好ましくは、制御部材３２は、第１の位置から第２の位置の中に一度だけ移動可能であ
る。
【００９０】
　好ましくは、制御部材３２は、ハウジング３１内に保持される又は受け入れられる。
【００９１】
　好ましくは、制御部材３２は、皿状又はリング状であり、及び／又は少なくとも実質的
に平坦である。
【００９２】
　制御デバイス２８又はハウジング３１は、好ましくは軸線方向に及び／又は制御部材３
２の開口部３４を通って延び、及び／又は少なくとも本質的に制御デバイス２８の自由端
（第１の位置で又は常に）又はハウジング３１まで延び、及び／又は不適切な使用による
起動又は押下に対して制御部材２８を固定するために制御部材２８の上に突出する中心ボ
ルト又は部分３３を含む。
【００９３】
　好ましくは、中心部分３３は、制御部材３２のための軸線方向案内部を形成し、及び／
又は、特に部分３３の周りの軸線方向の開口部３４の好ましいチューブ状又はスリーブ状
延長部に起因して制御部材３２の傾斜を防止する。しかし、他の構成的ソリューションも
軸線方向案内部を実現するために実施可能である。
【００９４】
　好ましくは、制御部材３２は、第１及び／又は第２の位置で形状適合、圧力嵌め、又は
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スナップ装着によって保持される。
【００９５】
　この実施形態では、制御部材３２は、好ましくは第１の位置で形状適合又はスナップ装
着により、及び／又は好ましくは第２の位置で圧力嵌めにより保持される。
【００９６】
　好ましくは、制御部材３２は、図３に示すように、第１の位置で制御デバイス２８又は
ハウジング３１のそれぞれの凹部３６の中に少なくとも１つの係合部分３５を用いて係合
する。
【００９７】
　好ましい実施形態では、制御部材３２は、好ましくはリング状溝又は凹部３６又は複数
の関連の凹部３６の中に係合するように周方向に配分された１又は２以上の係合部分３５
を含む。しかし、他の構成的ソリューションも同様に実施可能である。
【００９８】
　好ましくは、制御デバイス２８又はハウジング３１は、第１の位置で制御部材３２を保
持するか又は固定するように凹部３６に隣接するか又は接する少なくとも１つの肩部３７
を含む。
【００９９】
　好ましくは、制御デバイス２８又は制御部材３２は、第１の位置を離れる制御部材３２
を軸線方向に移動するか又は押下げるために、予め決められた制御力を印加する必要があ
るように構成される。それぞれの肩部３７との係合部分３５の協働は、望ましい制御力を
達成するための１つの実施可能な及び好ましいソリューションである。この制御力は、更
に図を参照して詳細に後に説明するように、特に表示デバイス２５を通じてロッキングデ
バイス２６をリセットし、起動し、又は制御し、特にアンロックするのに使用される。
【０１００】
　好ましくは、制御デバイス２８又はそのハウジング３１は、制御部材３２が、肩部３７
を通った後で第１の位置から第２の位置に向けて軸線方向に容易に移動することができる
ように、各係合部分３５に関連付けられた半径方向凹部又は軸線方向に延びるスリット３
８を含む。
【０１０１】
　図４に示す第２の位置又は軸線方向に押下された位置又は起動された位置では、制御部
材３２は、好ましくは形状適合又は圧力嵌めにより、特に半径方向クランピングによって
保持される。これは、例えば、制御デバイス２８又はハウジング３１の側壁又はノーズ３
９との係合部分３５のそれぞれの接触によって達成することができる。しかし、他の構成
的ソリューションも同様に実施可能である。
【０１０２】
　好ましくは、係合部分３６は、変形及び／又は肩部３７の通過を容易にするための先端
又は先細部分又は弾性部分を含む。
【０１０３】
　任意的に、穿孔要素２２は、図３及び４に概略的に示すように、例えば軸線方向に移動
可能又は押下可能なボルトなどの形態で、制御デバイス２８又はハウジング３１又は中心
部分３３内に一体化することができる。しかし、他の構成的ソリューションも同様に実施
可能である。
【０１０４】
　穿孔要素２２は、ネブライザ１において最初に容器３を使用する時に、特に最初の引張
行程中又はその終わりに、容器３又はベースシール又はその上のホイル５０及び／又は通
気孔２３を開放又は穿孔する。
【０１０５】
　特に、ネブライザ１、そのハウジング部分１８、又はハウジング部分１８の底部４５で
形成された案内部分４５ａに対する容器３の移動は、図示の実施形態において穿孔要素２
２と当接する／穿孔要素２２を起動する。しかし、他の構成的ソリューションも同様に実
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施可能である。
【０１０６】
　図５は、本発明による制御デバイス２８を含む挿入された容器２を有する本発明の好ま
しい実施形態によるネブライザ１を概略断面図に示している。
【０１０７】
　ネブライザ１は、好ましくは、表示デバイス２５を含む。好ましくは、表示デバイス２
５は、（下側）ハウジング部分１８内に位置付けられるか又は配置される。
【０１０８】
　図５は、新たに挿入された容器３を有するネブライザ１の非引張状態又は引渡状態を示
している。言い換えると、容器３は、初めて挿入されているが、何らかの流体２の引き出
しの意味においてまだ使用されていない。これは、ネブライザ１が図示の容器３及び制御
デバイス２８を用いて引張されていないことを意味する。制御部材３２は、第１の位置を
離れたばかりである。
【０１０９】
　図６は、図５と類似の概略断面図であるが、引張状態での、すなわち、流体送出又は発
射のために準備されたネブライザ１を示している。制御部材３２は、第２の位置にある（
押される）。
【０１１０】
　図７はまた、非引張状態であるが、ネブライザ１の引張及び流体送出の後であり、すな
わち、制御部材３２が第２の位置にあるネブライザ１を、図５と類似の概略断面図に示し
ている。
【０１１１】
　図８は、好ましい実施形態による表示デバイス２５、すなわち、表示デバイス２５の不
可欠な構成要素を概略分解組立図に示している。図８に示す実施形態では、表示デバイス
２５は、ハウジング部分１８に配置されている。
【０１１２】
　本実施形態では、表示デバイス２５は、好ましくは、起動要素４０、第１の表示要素４
１、第２の表示要素４２、表示要素４１及び４２の移動又は回転送りを調整するカプリン
グ又はカプリング要素４３、駆動要素４４、及び／又はベース４５を含む。
【０１１３】
　好ましくは、表示デバイス２５又は第１の表示要素４１は、現在の容器３によって依然
として実施可能な又は既に実行された使用回数を示し、又は計数し、及び／又は表示する
。特に、第１の表示要素４１は、好ましくはその外側又は周方向壁４１Ａ上にそれぞれの
回数、マーキング、又は記号などを示す。
【０１１４】
　現在の使用回数は、好ましくはネブライザハウジング２４又はハウジング部分１８内の
関連の窓１８Ａを通して表示され、示され、又は見ることができる。しかし、他の構成的
ソリューションも同様に実施可能である。
【０１１５】
　第１の表示要素４１は、好ましくは、スリーブ状及び／又は中空である。
【０１１６】
　好ましくは、第１の表示要素４１は、ネブライザ１及び／又は容器３の長手軸線又は行
程（ストローク）軸線の周りで回転可能である。
【０１１７】
　好ましくは、起動要素４０は、表示デバイス２５又は第１の表示要素４１を駆動し、起
動し、又は回転送りする。特に、起動要素４０は、容器３及び制御デバイス２８の軸線方
向又は行程移動を望ましい回転（段階的）移動に変換する。
【０１１８】
　起動要素４０は、好ましくは、ネブライザ１又は容器３及び／又は制御デバイス２８の
長手軸線又は行程軸線に対して軸線方向に移動可能である。
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【０１１９】
　好ましくは、起動要素４０は、本質的に円筒形又はスリーブ状である。
【０１２０】
　図示の実施形態では、起動要素４０は、第１及び／又は第２の表示要素４１、４２内で
起動要素４０を外側及び／又は軸線方向に案内するための好ましくは外側の好ましくはリ
ング又はスリーブ状の部分を含む。
【０１２１】
　特に、起動要素４０は、制御デバイス２８又は制御部材３２と当接及び／又はそれを起
動又はそれと協働するための内側に突出した及び／又はスリーブ状の起動部分を含む。
【０１２２】
　好ましくは、環状又はリング状空間が、起動要素４０の外側部分と内側部分の間に形成
され、容器３及び制御デバイス２８が下側位置（ネブライザ１の引張位置）へと移動する
時、又は容器３が表示デバイス２５に近づいている時に、図６に示すように、制御デバイ
ス２８の好ましくはスリーブ状のハウジング３１がこの空間の中に突出するか又は移動す
ることができるように構成されている。
【０１２３】
　好ましくは、起動要素４０又はその内側部分は中空であり、容器３及び制御デバイス２
８が下側位置（ネブライザ１の引張位置）へと移動する時、又は容器３が表示デバイス２
５に近づいている時に、図６に示すように、制御デバイス２８の中心部分３３が起動要素
４０又はその内側部分の中に移動することができるように構成されている。
【０１２４】
　起動要素４０は、好ましくは、第１の表示要素４１及び／又は第２の表示要素４２内に
及び／又はそれと同軸に配置される。
【０１２５】
　図示の実施形態では、起動要素４０は、特に軸線方向に延びて、可撓性であり、かつ周
方向に傾斜している少なくとも１つ、ここでは２つの起動アーム４０Ａを含む又は保持す
る。少なくとも１つの起動アーム４０Ａは、容器３又は制御デバイス２８がネブライザ１
の中に挿入される時に、起動要素４０が図面の上向きに及び／又は容器３又は制御デバイ
ス２８に向けて押されるように、軸線方向（行程軸線）に、ここでは駆動要素４４に対し
て付勢される。
【０１２６】
　少なくとも１つの起動アーム４０Ａは、図７に示す上側位置から図５及び６に示す下側
位置までの起動要素４０の下向き移動が、少なくとも１つの起動アーム４０Ａが応力を印
加されて曲がり、それによって起動要素４０と駆動要素４４の間で相対回転を引き起こす
という結果をもたらすように、駆動要素４４と、特に好ましくは駆動要素４４の軸線方向
面上又は端面上の傾斜した及び／又は非対称凹部又は歯４４Ａ（図８に概略的に示す）と
協働する。この相対回転のため、起動要素４０及び駆動要素４４の一方は、他方のみが回
転することができるように回転に対して確実に固定又は保持される。好ましくは、駆動要
素４４は回転できず、起動要素４０は、少なくとも１つの起動アーム４０Ａの湾曲により
回転する。（起動要素４０の回転段階は、次に、相応の結合により第１の表示要素４１の
回転送り（及び／又は同軸回転）を引き起こす。好ましくは、起動要素４０の回転は、少
なくとも１つの起動アーム４０Ａにかかる応力が緩和される時／少なくとも１つの起動ア
ーム４０Ａが再度まっすぐになる時に逆になる）。これに代えて、起動要素４０は、回転
に対して固定され、望ましい回転方向に駆動要素４４を回転又は回転送りする。駆動要素
４４は、次に、第１の表示デバイス４１と回転可能に結合され、好ましくは、同軸的に回
転することができる。特に、駆動要素４４は、第１の表示要素４１に又は少なくとも部分
的にその中に配置され、及び／又はハウジング部分１８の下端を形成する軸方向端部又は
ベース４５上の第１の表示要素４１に対して（下側）回転軸受を形成する（駆動要素４４
の回転固定の場合、駆動要素４４は、好ましくは、ベース４５によって形成される）。
【０１２７】
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　しかし、他の構成的ソリューションも同様に実施可能である。例えば、起動要素４０は
また、表示要素４１又はあらゆる他の構成要素の内側周方向壁に形成された、傾斜した歯
又は非対称歯又はコーヴ（coves）などの中に係合することによって、表示デバイス２５
又はその第１の表示要素４１と協働又はそれを駆動することができる。
【０１２８】
　ラチェット機構（図示せず）は、特に、流体送出又は発射中に起動要素４０がその上側
位置の中に移動して戻る時に、第１の表示要素４１及び／又は（回転可能な駆動要素４４
の場合は）駆動要素４４が反対方向に回転することを防止し、及び／又は自由な回転を防
止するように提供することができる。
【０１２９】
　ネブライザ１は、容器３を挿入又は取り替えるために開く又は取り外すことができるハ
ウジング部分１８を含む。
【０１３０】
　好ましくは、ハウジング部分１８は、キャップ状であり、及び／又はベース４５によっ
てその下端で閉鎖される。特に、ベース４５は、ハウジング部分１８に分離不能に接続さ
れる。
【０１３１】
　起動要素４０は、それがその上側及び下側位置間で軸線方向に移動することができるが
、回転できないように保持される又はそれがその回転移動が制限される（すなわち、第１
の表示要素４１を例えば回転送りするために限られたステップで回転することができるに
過ぎない）ように保持されるように、好ましくは、ハウジング部分１８又は表示デバイス
２５において、案内される。非回転案内又は回転制限は、例えば、起動要素４０の対応す
る開口部の中に係合する回転不能な断面を有するベース４５から軸線方向に突出した手段
及び案内部分４５Ａによって達成することができる。しかし、起動要素４０の望ましい軸
線方向移動及び非回転案内又は回転制限を達成するための、例えば協働又は係合する１又
は２以上の軸線方向に延びるリブ又は溝による、他の構成的ソリューションも実施可能で
ある。
【０１３２】
　好ましくは、表示デバイス２５又は第２の表示要素４２は、ネブライザ１と共に依然と
して使用することができる又は既に使用された容器３の数を示し、又は計数し、及び／又
は表示する。特に、第２の表示要素４２は、好ましくは、その外側又は周方向壁４２Ａ上
に、それぞれの数、マーキング、又は記号などを示す。
【０１３３】
　これに代えて又はこれに加えて、表示デバイス２５又はその第１の表示要素４１又は第
２の表示要素４２は、ロック状態が達成される及び／又は容器３を取り替える必要がある
時を、特に十字又は矢印などのようなそれぞれの記号を示すことによって示すことができ
る。
【０１３４】
　第２の表示要素４２の現在の数、マーキング、又は記号などは、好ましくは、ネブライ
ザハウジング２４又はハウジング部分１８の関連の窓１８Ｂを通して見ることができる。
しかし、他の構成的ソリューションも同様に実施可能である。
【０１３５】
　第２の表示要素４２は、好ましくは、スリーブ状及び／又は中空である。
【０１３６】
　好ましくは、第２の表示要素４２は、ネブライザ１及び／又は容器３の長手軸線又は行
程軸線の周りで回転可能であり、及び／又は第１の表示要素４１に対して同軸的に回転可
能である。
【０１３７】
　好ましくは、第１の表示要素４１及び第２の表示要素４２は、一方が他方に隣接して軸
線方向に配置される。
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【０１３８】
　第１の表示デバイス４１及び第２の表示デバイス４２の回転又は回転送りは、好ましい
実施形態において、カプリング要素４３によって、特に適切な伝達部によって、好ましく
は結合される。
【０１３９】
　図示の実施形態では、カプリング要素４３は、特に心棒４３Ｂなどによって回転可能に
保持された歯車４３Ａを含む。
【０１４０】
　好ましくは、カプリング要素４３又は心棒４３Ｂは、ベース４５に形成された又はそれ
によって形成された軸受部分４５Ｂにより、及び／又はハウジング部分１８によって形成
された軸受部分１８Ｃにより、回転可能に保持される。しかし、他の構成的ソリューショ
ンも同様に実施可能である。
【０１４１】
　好ましくは、ラチェット機構（図示せず）は、カプリング要素４３及び／又は第２の表
示要素４２の自由及び／又は後方回転を防止するように提供することができる。
【０１４２】
　第１の表示要素４１は、好ましくは、表示要素４１の円周の周りで部分的にのみ延び、
かつカプリング要素４３又は歯車４３Ａと噛み合うことができる外側歯部４１Ｂを含む。
【０１４３】
　第２の表示要素４２は、好ましくは、カプリング要素４３又はその歯車４３Ａと常に噛
み合う外側歯部４２Ｂを含むことが好ましい。
【０１４４】
　カプリング又は伝達部は、ロック状態に入る又はそれを開始するために予め決められた
使用回数に到達しているか又はそれを超えている時に（のみ）、第２の表示要素４２が更
に１ステップ回転送りされるように達成することができる。
【０１４５】
　カプリング又は伝達部、特に部分歯部４１Ｂの周方向長さは、特に、第１の表示要素４
１の次の回転又は回転送り段階が、ロック状態をリセット又は解除するために第２の表示
要素４２にもカプリング要素４３を通じて伝達されるように作られる。表示デバイス２５
又は第１の表示要素４１のこの必要な起動又は回転送りは、以後「リセット起動」と呼ぶ
。
【０１４６】
　これに代えて又はこれに加えて、用語「リセット起動」は、未使用容器３が最初にネブ
ライザ１に接続されるか又はその中に挿入される時、特に未使用容器３が内側にある状態
でネブライザ１を完全に閉じる時の、表示デバイス２５の第１の起動及び／又はロッキン
グデバイス２６をアンロックする及び／又はネブライザ１を阻止解除する起動を指す。
【０１４７】
　好ましくは、ネブライザ１は、ロック状態で引き渡され、すなわち、ロッキングデバイ
ス２６は、ネブライザ１の使用を阻止し、特に、ネブライザ１のあらゆる引張を阻止する
。言い換えると、ネブライザ１は、引渡状態での、すなわち、接続又は挿入された容器３
なしでの使用が阻止される。
【０１４８】
　リセット起動は、好ましくは、第１の表示要素４１が使用回数を示すか又は計数するこ
とによって再度開始すること、及び／又は表示デバイス２５又は第１の表示要素４１がリ
セットされることをもたらす。
【０１４９】
　ロック状態において、ネブライザ１は、ロッキングデバイス２６によって更なる使用が
阻止される。特に、ロッキングデバイス２６は、ロック状態において上側部分１６に対す
る内側部分１７のあらゆる更なる引張、好ましくは、あらゆる更なる回転を阻止する。好
ましくは、ネブライザ１は、容器３が挿入されていない状態で引き渡される。更に、ネブ
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ライザ１は、容器３が使用されて未使用又は新しいものに取り替える必要がある場合に、
同じロック状態を取る。
【０１５０】
　未使用容器３が最初に挿入される時に、制御デバイス２８又はその制御部材３２は、未
使用状態を示す第１の位置にある。
【０１５１】
　ネブライザ１又はそのハウジング２４又はハウジング部分１８を閉じる時に、制御デバ
イス２８又は制御部材３２は、完全閉鎖状態に到達する前にリセット起動を開始する又は
リセット起動させる。
【０１５２】
　特に、制御部材３２は、最初は第１の位置にあり、起動要素４０は、ネブライザ１又は
ハウジング部分１８が完全に閉じる前に早くから制御部材３２に対して当接する。更なる
閉鎖移動中に（特に、ハウジング部分１８が内側部分１７の上に押される）、起動要素４
０は、ハウジング部分１８及び／又は表示デバイス２５内で軸線方向に及び／又は相対的
に移動され、及び／又はリセット起動を実施し、すなわち、１ステップ（回転増分）だけ
第１の表示要素４１を回転送りし、これは、次に、同じく１ステップ（回転増分）だけ第
２の表示要素４２をカプリング（ここでは、部分歯部４１Ｂ、カプリング要素４３、及び
歯部４２Ｂ）を通じて回転送りする。
【０１５３】
　セキュアなリセット（起動）を保証するために、制御部材３２をその第１の位置に保持
する制御力は、十分に高く、特に、表示デバイス２５を起動又はリセットするための力及
び／又は第１の閾値を形成するロッキングデバイス２６をアンロックするための力よりも
高く設定しなければならない。すなわち、制御力は、第１の閾値よりも高くなければなら
ない。
【０１５４】
　閉鎖移動中に、起動要素４０は、ネブライザ１の閉鎖が完了する前にその下側（端部）
位置に到達する。すなわち、最終の更なる閉鎖移動は、図５に概略的に示すようにネブラ
イザ１が最後に完全に閉じられる時に、制御部材３２をその第１の位置から出て及び／又
は肩部３７の上で中間位置の中に押し込む。すなわち、制御部材２８を第１の位置に保持
する制御力は、最終閉鎖移動中に打ち負かされる。従って、最終閉鎖移動に近づく時に、
一方で下側ハウジング部分１８又は表示デバイス２５と他方で容器３又は制御デバイス２
８との間に作用する力は、ユーザによって印加される力に依存し、かつ高すぎてはならな
い。この力は、第２の閾値を形成し、制御力は、この第２の閾値よりも（十分に）低くな
ければならない。
【０１５５】
　ネブライザ１は、依然として非引張状態にあり、すなわち、初期又は以前のロック状態
中であり、容器挿入又は取替中であり、ネブライザ１の閉鎖中であることに注意しなけれ
ばならない。
【０１５６】
　表示デバイス２５のリセット起動は、表示デバイス２５又はその第２の表示要素４２が
ロック状態又は位置からアンロック状態又は位置までリセットされる又は更に移動される
ほど十分に早期に起こる。
【０１５７】
　図６は、引張状態でのネブライザ１を示している。最初の引張行程（図５に示す非引張
状態から始まる容器３及び制御デバイス２８の下向き移動）中に、起動要素４０は、制御
部材３２を図５に示す中間状態から図６に示す第２の位置の中に押し込む。特に、制御部
材３２は、軸線方向に移動される又は押下される（制御デバイス２８又はそのハウジング
３１の中に、又は第２の位置の中に）。既に説明したように、制御部材３２は、好ましく
は、この押圧動作が最初の引張中にのみ起こるように第２の位置に保持される。
【０１５８】
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　任意的な穿孔要素２２が設けられる場合に、最初の引張中に穿孔要素２２を自動的に起
動することが可能である。例えば、穿孔要素２２は、図６に概略的に示すように、好まし
くは案内部分４５Ａにより、最初の使用又は引張中にハウジング部分１８又は表示デバイ
ス２５に対する容器３又は制御デバイス２８の軸線方向移動によってその穿孔位置の中に
軸線方向に押し込むことができると考えられる。しかし、他の構成的ソリューションも同
様に実施可能である。
【０１５９】
　図７は、最初の又は複数の使用の後の非引張状態でのネブライザ１を示している。制御
デバイス２８又は制御部材３２が、使用された状態を示す第２の位置に留まることを見る
ことができる。
【０１６０】
　上述のように、ロッキングデバイス２６は、好ましくは、表示デバイス２５及び／又は
制御デバイス２８により、好ましくは表示デバイス２５を通じて制御デバイス２８によっ
て制御される又は起動される。すなわち、表示デバイス２５は、好ましくは、図示のかつ
好ましい実施形態においてロッキングデバイス２６を制御又は起動する。しかし、制御デ
バイス２８はまた、直接に又は追加の起動要素などを通じてロッキングデバイス２６を制
御又は起動することもできる。
【０１６１】
　ロッキングデバイス２６は、好ましくは、内側部分１７に配置される。
【０１６２】
　ロッキングデバイス２６は、ロッキング要素４６を制御するための好ましくは制御要素
４７を含む。
【０１６３】
　好ましくは、ロッキング要素４６は、図５～７に示す非ロッキング位置から下向きにロ
ッキング位置へと軸線方向に付勢されるバネによって形成される。
【０１６４】
　ロッキング要素４６又はバネは、好ましくは、それが上側ハウジング部分１６に形成さ
れたカウンター凹部、好ましくはポケット１６Ａの中に自動的に拡張又は係合し、ロック
状態でネブライザ１の更なる引張を阻止するように構成される。
【０１６５】
　ロッキング要素４６は、内側部分１７において軸線方向に移動可能に保持され、特に、
ロック位置の中に又は阻止するために下向きにそれ自体によって又は個別のバネによって
付勢されることに注意しなければならない。
【０１６６】
　ネブライザ１又はハウジング部分１６は、好ましくは、ロッキングデバイス２６又はロ
ッキング要素４６が各可能な回転端部位置での更なる使用に対してネブライザ１を阻止す
ることができるように、１８０°だけオフセットされた２つの係合凹部又は部分、特に２
つのポケット１６Ａを含む。この状況では、ネブライザ１又はその内側部分１７及びハウ
ジング部分１８は、各引張中に１８０°だけ回転されることに注意しなければならない。
【０１６７】
　ロッキングデバイス２６又は制御要素４７は、ネブライザ１が完全に閉じられる及び／
又は表示デバイス２５がロック状態に入っていない限り、特に、表示デバイス２５又はそ
の第２の表示要素４２又はその突起４２Ｃが制御要素４７を押す、すなわち、ロッキング
要素４６が図５～７に示すように上側又は非ロッキング位置にある限り、ロッキング要素
４６を上側又は非ロッキング位置に保つ又は保持するように構成される。
【０１６８】
　図８において、一方で表示デバイス２５又はその第２の表示要素４２及び他方で制御要
素４７の協働は、表示デバイス２５の構成要素の断面図に概略的に示されている。
【０１６９】
　特に、第２の表示要素４２は、少なくとも１つの突起４２Ｃ及び／又は凹部４２Ｄ、特
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にこれに代えて複数の突起４２Ｃ及び凹部４２Ｄ、を好ましくはロッキングデバイス２６
又はその制御要素４７と協働するか又はそれを軸線方向に起動するためにその端部又は軸
線方向面及び／又はあらゆる他の適切な位置に含む。図９において、第２の表示要素４２
の実施形態は、斜視図に示されている。
【０１７０】
　図８に示すように、好ましくは、制御要素４７は、制御要素４７が図５～７に示すその
上側位置に保持されるか又は押される時にロッキング要素４６を非ロッキング位置の中に
上向きに押すためにロッキング要素４６に向けて延びる制御部分４７Ａを含む又はそれに
接続される。
【０１７１】
　ロック状態が達成されるか又はロック状態に入ることになる時に、表示デバイス２５又
はその第２の表示要素４２は、突起４２Ｃがそれ以上制御要素４７を支持しないように更
に１回の回転ステップだけ回転送りされる。その結果、制御要素４７は、特にロッキング
要素４６及び／又はいずれかの他のバネの付勢力に起因して、（次の）凹部４２Ｄの中に
軸線方向下向きに移動することができる。この軸線方向移動は、ロッキングデバイス２６
又はそのロッキング要素４６がロック状態で更なる使用又は引張に対してネブライザ１を
（自動的に）阻止することができるように、ロッキング要素４６がロック位置の中に、特
に半径方向に、好ましくはポケット１６Ａの中に移動することを可能にする。
【０１７２】
　上述のように、ロッキングデバイス２６のロック状態は、使用された容器３が未使用容
器３と取り替えられ、かつネブライザ１が完全に閉じられた時にリセット又は解除するこ
とができる。特に、未使用容器３（制御部材３２が第１の位置にある制御デバイス２８と
共に）の挿入は、突起４２Ｃが制御要素４７の下に再度移動され、かつネブライザ１を完
全に閉じる時に制御要素４７を軸線方向上向きに押すことができることをもたらす完全閉
鎖の前に、表示デバイス２５又はその第２の表示要素４２が更に１ステップ回転送りされ
るように、既に上述したリセット起動をもたらす。すなわち、ロッキングデバイス２６は
、リセット又はアンロックされ、ネブライザ１は、阻止解除される。
【０１７３】
　表示デバイス２５は、好ましくは、ネブライザ１と共に使用されたか又は依然として使
用することができる容器３の数を計数することに注意しなければならない。容器３の予め
決められた数、例えば、４個、５個、又は６個の容器３に到達した場合に、ネブライザ１
は、好ましくは、あらゆる更なる使用に対して最終的に阻止される。
【０１７４】
　ネブライザ１の上述の最終阻止は、表示デバイス２５を通じて、特に、交互する凹部４
２Ｄの最終又は最後の凹部４２Ｆが、表示デバイス２５のいずれの最終リセット起動もロ
ッキングデバイス２６のリセット又はアンロックをもたらさないように、周方向により長
く作られるということで達成することができる。
【０１７５】
　上記説明に鑑みて、容器３のみをその関連の制御デバイス２８と共に通常の使用の後で
取り替える必要があることに注意しなければならない。ハウジング部分１８と表示デバイ
ス２５とを含むネブライザ１は、複数の容器３に対して再使用することができる。
【０１７６】
　ネブライザ１は、それを予め決められた使用回数が現在の容器３によって到達されるか
又は超過された後でのみ開くことができるように構成することができることに注意しなけ
ればならない。早期開放に対するこのロッキングは、同様に表示デバイス２５により、例
えば、予め決められた使用回数が現在の容器３によって到達されるか又は超過されるまで
保持要素１９の押下をロックすることにより、制御することができる。
【０１７７】
　独立型機器などとは異なり、提案するネブライザ１は、好ましくは、携帯式であるよう
に設計され、特に移動式手動デバイスである。
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【０１７８】
　しかし、提案するソリューションは、本明細書で具体的に説明するネブライザ１だけで
はなく、他のネブライザ又は吸入器、例えば、粉末吸入器又はいわゆる計量された投薬吸
入器に使用することもできる。
【０１７９】
　好ましくは、流体２は、上述のような液体、特に、水性医薬製剤又はエタノール医薬薬
剤である。しかし、それはまた、何らかの他の医薬薬剤又は懸濁液などである場合がある
。
【０１８０】
　代替実施形態により、流体２はまた、粒子又は粉末を含むことができる。この場合に、
排出ノズル１２の代わりに、何らかの他の種類の供給デバイス、特に、流体や粉末などを
マウスピース１３に供給するための排出開口部（図示せず）又は供給チャネル（図示せず
）を設けることができる。任意的な空気供給開口部１５は、次に、マウスピース１３を通
して呼吸又は吸入するのに十分な容積の空気流を発生又は可能にするために、好ましくは
、並行して周囲空気を供給するように機能する。
【０１８１】
　必要に応じて、流体２は、推進剤ガスによって噴霧化することもできる。
【０１８２】
　好ましい薬液２の好ましい原料及び／又は製剤は、特に、本明細書に引用によって組み
込まれているＷＯ　２００９／１１５２００　Ａ１、好ましくは２５～４０ページに、又
はＥＰ　２，６１４，８４８　Ａ１、段落００４０～００８７に列挙されている。特に、
それらは、水性又は非水性溶液、混合液、又はエタノール含有又はいかなる溶剤も含まな
い製剤などである場合がある。
【０１８３】
　参照番号のリスト
１　ネブライザ
２　流体
３　容器
４　バッグ
５　圧力発生器
６　ホルダ
７　駆動バネ
８　阻止要素
９　搬送チューブ
１０　逆止弁
１１　圧力チャンバ
１２　ノズル
１３　マウスピース
１４　エアロゾル
１５　空気供給開口部
１６　上側ハウジング部分
１６Ａ　ポケット
１７　内側部分
１７Ａ　内側部分の上側部分
１７Ｂ　内側部分の下側部分
１８　ハウジング部分（下側部分）
１８Ａ　第１の窓
１８Ｂ　第２の窓
１８Ｃ　軸受け部分
１９　保持要素
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２０　曝気バネ
２１　容器ベース
２２　穿孔要素
２３　通気孔
２４　ネブライザハウジング
２５　表示デバイス
２６　ロッキングデバイス
２７　ロッキング要素
２８　制御デバイス
２９　容器ハウジング
３０　容器ヘッド
３１　ハウジング（制御デバイス）
３２　制御部材
３３　中心部分
３４　開口部
３５　係合部分
３６　凹部
３７　肩部
３８　スリット
３９　ノーズ
４０　起動要素
４０Ａ　起動アーム
４１　第１の表示要素
４１Ａ　壁
４１Ｂ　歯部
４２　第２の表示要素
４２Ａ　壁
４２Ｂ　歯部
４２Ｃ　突起
４２Ｄ　最後の凹部
４３　カプリング要素
４３Ａ　歯車
４３Ｂ　心棒
４４　駆動要素
４４Ａ　歯
４５　ベース
４５Ａ　案内部分
４５Ｂ　軸受部分
４６　ロッキング要素
４７　制御要素
４７Ａ　制御部分



(23) JP 6900372 B2 2021.7.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(24) JP 6900372 B2 2021.7.7

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(25) JP 6900372 B2 2021.7.7

【図９】



(26) JP 6900372 B2 2021.7.7

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100098475
            弁理士　倉澤　伊知郎
(74)代理人  100130937
            弁理士　山本　泰史
(74)代理人  100171675
            弁理士　丹澤　一成
(72)発明者  ユング　アンドレ
            ドイツ連邦共和国　５５２１６　インゲルハイム　アム　ライン　ビンガー　シュトラーセ　１７
            ３　ベーリンガー　インゲルハイム　ゲゼルシャフト　ミット　ベシュレンクテル　ハフツング　
            コーポレート　パテンツ内

    審査官  菊地　牧子

(56)参考文献  特表２００９－５０５７０３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－０１１８８４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｍ　　１５／００　　　　
              Ａ６１Ｍ　　１１／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

